
脱炭素企業取組紹介第３回 (令和5年 2月)

株式会社 FUJIDAN さんは、段ボールケース、特殊強化段ボールの製造・販売、印刷紙器・

包装資材、包装機械の企画・販売等を手掛けています。

今回は、代表取締役社長本田展稔氏に脱炭素社会へ向けた取り組みについてお伺いしま

した。

①現在の取り組みについて教えてください。

当社は、脱炭素社会に向けて、さまざま

な取り組みを行っています。

まずは、太陽光発電についてですが、2010

年に売電用として、旧本社工場に太陽光発

電設備を設置し、2015 年にも新工場建設用

地において、太陽光発電設備を設置しまし

た。さらに、2021 年に、本社事務所屋上に

自家消費型の太陽光発電設備を設置してい

ます。

それから、2022 年 12 月に「再エネ 100

宣言 RE Action（アールイーアクション）」

に参画決定しました。具体的に、2050 年ま

でに再エネ 100％達成を目標として取り組

みを開始し、2023 年２月９日より本社工場

の屋根に設置した自家消費型太陽光発電

（270KW）の本格稼働を開始しています。

※本社工場に設置した太陽光発電システム

本社工場の消費電力が約 270KW なので、最

大発電ピーク時には 100％太陽光発電シス

テムで賄えるという工場になっています。

発電効率予測をした結果、年間の二酸化炭

素削減効果は 66.9t となっています。

※本社工場に設置した太陽光発電システムの

発電量モニターを設置

また、前述の事務所棟にはＢＣＰ対策用

として蓄電池を設置しているので、災害時

には、この事務所棟は約３日間の電気を自

家調達できるようになっています。当社は

この蓄電池を持つことで、災害時にも、工

場を止めずに運転ができる環境を整えてい

ます。

２つめは、段ボールはエコの優等生と言

われています。というのも、段ボールは日

本国内において、95％以上がリサイクルさ

れている地球環境に優しいエコ素材となっ

ているからです。工場内の生産工程の途中

で段ボールの屑が出ますが、これも 100％



製紙工場でリサイクルして、再度段ボール

に生まれ変わっていますので、屑というの

は出ないようになっています。

※生産過程で発生した切れ端を有効活用した

特殊強化段ボール「エコライクパレット」

３つめは、営業車両にエコカーを導入し

ています。1 番最初に電気自動車を導入し

たのが、今から約 10 年前になります。ただ、

走行距離が短いため、営業車両としては使

用できなかったので、総務車両として使用

していました。それから、昨年にも軽の電

気自動車を導入し、現在総務車両として使

用しています。また、７台ある営業車両に

はできる限り燃費対策をした自動車を導入

しています。

上記３つの他にも、紙媒体のデータや社

屋全体のＬＥＤ化、社内におけるＳＤＧｓ

委員会の設置なども行っています。

②取り組みのきっかけについて教えてくださ

い。

太陽光発電設備を設置しようと考えたの

は、「香川地方創生ＳＤＧｓ登録制度」に認

証されたことや再生エネルギーの利活用、

ＢＣＰ対策、電気使用料金の高騰といった

ことが理由として挙げられます。

また、企業のイメージアップを図ってい

くということで、取引先の信用アップや人

材の確保につながるのではないかと考えて

います。特に、学生さんはＳＤＧｓやカー

ボンニュートラルに意識を持っている企業

を選択しようという傾向があると思います。

ホームページにＳＤＧｓに関連するページ

を公開していますので、学生さんはよくご

覧になっていると思います。

※香川地方創生ＳＤＧｓ登録制度・・・Ｓ

ＤＧｓの達成に向けて積極的に取り組む企

業や団体等を登録する制度

③取り組みの影響や効果などはどうでした

か。

太陽光発電設備の導入やＬＥＤ化したこ

とで、電気料金が大幅に減少しました。Ｌ

ＥＤ化したことの効果は大きく、照明器具

の電気消費量は３分の１から４分の１くら

いになりました。

「再エネ１００宣言 RE Action」に参画

決定し、カーボンニュートラル社会の実現

に向けて取り組んでいくことを宣言したこ

とは企業のイメージアップにも繋がったと

思います。そして、ＳＤＧｓや脱炭素社会

の実現に向けて取り組んでいる会社という

ことで、経済誌や全国版業界誌の取材を受



け、自社のＰＲができました。また、社員

の間でも節電への意識が高まったと思いま

す。

④今後の予定について教えてください。

本社工場の太陽光発電設備の拡充及び蓄

電池の整備を進めていきたいと考えていま

す。蓄電池は、太陽光発電設備と同時に導

入しようと思っていましたが、蓄電池の性

能やコストを考えると、今の時期がベスト

なタイミングではないと考え、先延ばしに

しました。おそらく、蓄電池に対する世の

中のニーズはこれから高まってくると思い

ます。そうなってくると、性能も上がりコ

スト的にも安くなってくると思いますので、

その時期になったら導入したいと考えてい

ます。また、太陽光発電をするにあたって、

蓄電池と併用しないとあまり意味がないと

考えています。現在は本社工場に太陽光発

電設備（270KW）を設置していますが、まだ

完成形だとは思っていません。蓄電池、Ｖ

２Ｈを導入することによって、完成形に近

づいていくのではないかと思います。

それから、当社は本社工場以外に３工場

あります。この３工場についてもカーボー

ンニュートラル工場にしていきたいと考え

ています

⑤これから、取り組みをしようと思っている事

業者へのアドバイスなどはありますか。

やろうとすると財政的に結構大きな負担

になります。これらをすることによって、

大きく利益に結び付くわけでもありません。

また、国や地方公共団体の助成制度はあり

ますが、審査に時間がかかります。企業に

は決算期というものがあるため、導入する

タイミングを考えなければなりません。自

社の当該年度の利益計画と節税効果等の全

てのバランスを見ながら、導入していかざ

るを得ないので、結構なテクニックが必要

となります。それから、脱炭素に絡む助成

金は、国も地方公共団体も結構ありますの

で、情報収集はきちんとしておいた方が良

いと思います。やはり、タイミングを誤る

と、何百万・何千万の機会損失になってし

まいますので、しっかりとアンテナを張っ

ておくようにした方が良いと思います。

※ショールーム
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本田 展稔（ほんだ のぶとし）さん

株式会社ＦＵＪＩＤＡＮ

代表取締役社長


